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1.　背　景
これまで，大学におけるスポーツ指導はそれ自
体学生の人間形成に役立ってきた。例えば，ゲー
ムの中で決められたルールは大学や社会で守るべ
きあらゆる規範のモデルとなり，それがフェアプ
レーの精神を育み，相手チームをリスペクトする
健全な人間関係の構築のために役立ってきた。大
学におけるスポーツ教育は，競い合いが生む感動
とともに，日常の講義とは違った大きな教育的効
果があると考えられてきた。しかし，近年，日本
のスポーツ界では様々な問題が頻繁に起こってお
り，スポーツのあり方を再考するべき時期だと考
えられている。
そのような中，日本オリンピック委員会は，
2018 年 5月 17日，味の素ナショナルトレーニン
グセンターにおいて，オリンピック強化指定選手
を対象にインテグリティ教育プログラムの第1回
目の基礎研究プログラムを開催した。プログラム
の目的は，選手としての資質，インテグリティ（誠
実さ，真摯さ，高潔さ）を高め，自らの価値，オ
リンピックの価値を守る知識と手段，正しい倫理
観や道徳心を有するアスリートを育成し，アスリ
ート自らがあるべきなりたい姿を描き，必要なス
キルを求め習得し，自ら行動変容を起こすことを
目的に実施された。
江戸川大学においても，このような背景を考慮
に入れ，2015 年度，大学が強化部と指定したク
ラブ活動（サッカー部・男子バスケットボール部・
女子バスケットボール部・女子バレーボール部）
に対し，センターが助言・指導を行い，統括する
ことを目的にアスリートセンターが発足した。ア
スリートセンターの使命として，①クラブ活動を
通して，より豊かな人間性を備えた学生を育成す
る。②競技と勉学をより高いステージで両立させ
ることにより，一般学生の模範となる学生を育成
する。③各競技における技術の向上を図り，日本
一を目指し，競技力の向上をもって本学のブラン
ド力を高める。の 3つが掲げられている（江戸川
大学アスリートセンター規定）。
現在，強化部に所属する選手は，200名を超え，
各部の監督・スタッフがそれぞれに競技の指導を
行っているが，指導者一人に対する部員の数を考
えていくと，個人的なアプローチにより，人間的
成長を促していくには，負担が大きく大変困難な
状況に陥っている。そこで，アスリートセンター
では 2015 年に学術研究会を立ち上げ，講習会等
の教育プログラムを強化部全体に行うこととし，
各部が連携をとりながら，育成を行っていくこと
とした。講習会は，各部の年間の競技スケジュー
ルを考慮に入れながら，計画立案を行っている。
2.　第 1回安全講習会
2-1.　講習会の内容
平成 30年度，第 1回目となる安全講習会は，
5月 30 日に江戸川大学映像ホールで行われた。
平成 30 年度アスリート講習会
実施報告と成果
守屋　志保＊・星川　精豪＊＊
2018年 11月 30日受付
	 ＊	 	江戸川大学	こどもコミュニケーション学科准教授　スポーツ，心理
	＊＊	 	江戸川大学	経営社会学科非常勤講師　スポーツ医学
406 平成 30 年度アスリート講習会　実施報告と成果
参加者は，アスリートセンターに属する強化部で
ある男子バスケットボール部，女子バスケットボ
ール部，女子バレーボール部，フットボールクラ
ブの選手，およびコーチ，トレーナー，マネージ
ャーを含むスタッフであり，計 200名弱の方が参
加した。
講習会は，講師としてNPO法人スポーツセー
フティージャパンの一原克裕氏に登壇して頂い
た。一原氏は大学卒業後渡米し，米国認定アスレ
ティックトレーナーの資格を取得し，現在はスポ
ーツ現場の安全管理体制の構築を目指し，NPO
法人スポーツセーフティージャパンで活動してい
る。第 1回目の安全講習会はアスリートのための
安全講習会をテーマとして，2部構成で実施した。
終了後に講習会に関するアンケート調査を実施し
た。表 1に講習会の演題を示す。
第 1部ではスポーツ現場におけるAEDの使い
方・応急処置について，実演を交えながら示して
頂いた。
はじめに一原氏より，「スポーツセーフティー」
とはスポーツを安全に行える「環境」の事であり，
スポーツ現場で起こる事故を予防する事前の環境
づくりが重要であると話があった。特にEAP（エ
マージェンシー・アクション・プラン：緊急時対
応計画）を事前に準備し，迅速な安全管理体制を
整える事の必要性を話して頂いた。加えて常にド
クターやアスレティックトレーナーのような専門
スタッフがスポーツ現場にいるわけではないた
め，選手同士で仲間を助ける事，協力する事が大
切であると話があった。
学校教育および部活動中における死亡事故，ま
たは重度の障害が残る事故は，90％以上が心疾患
を原因とする突然死，および脳震盪を含む頭や首
の怪我，そして熱中症で占められているとの事で
あった。スポーツセーフティーではこの 3つの疾
患（Heart，Head，Heat）の頭文字をとってト
リプルHと呼んでおり，それぞれの疾患の基本
的な知識を，映像を交えながら話して頂いた。
突然死については原因となる疾患の基礎知識か
ら，心臓が停止する機序の話があった。脳震盪を
含む頭や首の怪我については脳震盪の基礎知識を
はじめ，どのような受傷機転により頭部に加え首
の怪我が起こってしまうのか話があった。そして
それぞれに対しての応急処置の実演があった。
また現在江戸川大学学内には図 1の場所に
AEDが設置されているが，各部練習場所からど
このAEDが 1番近いかということを，再度確認
をした。
第2部ではこれからの時期に頻繁に起こり得る
熱中症に対しての講義があった。文部科学省の，
学校における体育活動中の事故防止について報告
書その 1（図 2）で示されているように，熱中症
図 1　江戸川大学内 AED設置場所
図 2　体育活動中における死亡・重度の障害事故
　　　-傷病別割合 -
表 1　第１回安全講習会演題
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は体育活動中における死亡・重度の障害事故の傷
病別割合において，全体の 5％を占めている。
また江戸川大学強化部員のうち，約半数が屋外で
活動するフットボールクラブ員である事から，熱中
症の予防はより重要であり早急性が必要である。
はじめに一原氏から熱中症に対する基礎知識の
話があった。熱中症はその重症度により，熱疲労，
熱痙攣，熱失神，熱射病に分けられており，それ
ぞれに対する対応が紹介された。これまで頸部，
腋窩部，鼠径部等の大動脈の拍動が触れる箇所を
氷で冷やす事が推奨されていたが，深部体温の低
下への影響がほとんどないとの報告もあり，現在
は氷が入ったプール等へ体を浸からせる事が推奨
されているとの事だった。
また，実際にブルーシートを使用しペットボト
ルに入っている水を垂らし，スポーツによりどの
程度の発汗が見られるかを視覚的に示して頂いた。
最新のデータや知見，また映像や実演等があり，
受講者には有意義な時間となった。
2-2.　アンケート調査の結果と考察
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	第 1回安全講習会の終了後，参加者全員にア
ンケート調査を実施した。
アンケート回答者は，150名（1年生男子 42名，
1年生女子 20 名，2年生男子 29 名，2年生女子
6名，3年生男子 18名，3年生女子 8名，4年生
男子 8名，4年生女子 4名，回答不備 15 名）で
あった。結果の分析には，回答不備を除く，135
名を対象に行った。結果を以下に示す。
また，記述式の質問項目において，「江戸川大
学において，強化指定部のアスリートはどのよう
な役割を担っていると思いますか？」という質問
に対しては興味深い回答が得られた。
（1年生男子）
・一般生徒の見本
・江戸川大学の代表として，見本になる役割
・大学の名前，部活の名前，自分の名前を広める。
・	強くなったら，江戸川大学のイメージが上がる。
（1年生女子）
・	大学の代表として競技者として責任と自覚を
持ち，模範生であること
・リーダー
・	部活動でも私生活でも責任のある行動をとる。
（2年生男子）
・大学を引っ張る
・大学の顔
・学生の手本となるべき存在
・知名度向上
・スポーツによって大学を盛り上げる
（2年生女子）
・大学の模範となる
・自立した人材
・大学の発展
（3年生男子）
・江戸川大学の顔になる
・大学の見本となる存在になる
（3年生女子）
・大学の活性化
・行動の見本
・他生徒の模範となり，大学の発展につなげる
（4年生男子）
・江戸川大学の顔になる
・学校の模範
（4年生女子）
・大学の活性化，明るさ，雰囲気
・生徒の見本
3.　第 2回アスリート講習会
3-1.　 講習会の内容
平成 30 年度，第 2回目となる講習会は，6月
27日に江戸川大学映像ホールで行われた。　　
参加者はアスリートセンターに属する強化部で
ある男子バスケットボール部，女子バスケットボ
ール部，女子バレーボール部，フットボールクラ
ブの選手，およびコーチ，トレーナー，マネージ
ャーを含むスタッフであり，第 1回安全講習会と
同様に，計 300名弱の方が参加した。
講習会は，講師として長谷川ネットメディア株
式会社代表取締役社長兼CEOの壽永	隆之氏と，
日本スポーツ振興センターの柴崎真木氏に登壇し
て頂いた。壽永	隆之氏はネット風評被害対策を
中心に講義等を行ない，問題の拡大を最小限にす
るための危機管理業務を行なっている。柴崎真木
氏は管理栄養士であり，これまで実業団陸上部，
トライアスロン，スピードスケート，サッカー J
リーグジュニアユース，大学ラグビー部，高校野
球部等，ジュニアからトップアスリートの栄養サ
ポートに関わっている。また，日本スポーツ振興
センターではマルチ・サポート事業スタッフとし
て，ロンドンオリンピックの競泳，男子柔道日本
代表チームの栄養サポートを担当した。表 2に講
習会の演題を示す。
第 1部では壽永隆之氏に，SNSの正しい使い
方の講義を 4つの章に分けて話して頂いた。第 1
章として，SNSを利用する上での 3つの提言が
あった。1つ目は，「SNSは友人同士だけのやり
表 2　第 2回安全講習会演題
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とりだから安心」は危険であるとの事だった。
SNSアカウントの乗っ取りも多発しており，ま
たスクリーンショットの拡散も問題視されている
との事だった。2つ目は，「匿名だから大丈夫」
は大間違いであるとの事だった。匿名掲示板は表
面上で投稿者の特定は難しいが，IPアドレス等
から個人を特定出来，また本人確認義務が強化さ
れ，個人を特定する事は可能との話があった。3
つ目は，デジタルデータは拡散されて半永久に残
るという事だった。軽いつもりで投稿したつもり
が大炎上する事があり，その後自分の投稿を削除
したとしても，1度拡散されたデータ全て削除す
る事は当事者の人生に大きな影響を与える事にな
るとの話があった。
第 2章では，SNSが及ぼす人生への影響の話
があった。1つ目として就職時が挙げられた。現
在，人事担当者の約半数が就活生の情報を SNS
等で検索しており，そのうち約 30％以上が応募
者のSNSの投稿内容が原因で採用対象から除外
した事があるとのデータがあるとの事だった。加
えてSNSで問題を起こした大学の学生は先行か
ら除外する事もあるとの事であった。また就職後
の個人のSNSは会社からの監視対象であり，人
事異動や退職勧告，懲戒解雇の事例等もあったと
の報告があった。2つ目として，交際・結婚時の
話があった。現在破局や離婚のきっかけの 1位が
SNSであり，過去の投稿等により結婚が破談に
なったケースもあったとの事だった。
第 3章では，SNSにより人生が狂わされた 6
つの事例を挙げて頂いた。どの事例もニュースで
目にした事がある事例であり，特に江戸川大学の
学生と同年代の事例を多く紹介して頂いた。
第 4章では SNS利用にあたっての注意事項の
話があった。1つ目として利用開始時の設定につ
いてであり，パスワードの管理，プロフィールの
公開設定，本名や学校名，連絡先やプロフィール
を含む投稿内容の公開についての注意を促されて
いた。2つ目は利用方法であり，情報共有機能，
写真の投稿，ソフトウェアのインストール，友達
申請についての話があった。
最後に壽永氏から，これだけは守ってもらいた
い提言があった（表 3）。この年代のSNSに対す
る危険度が理解出来る内容であった。
第２部では柴崎真木氏からアスリートのための
栄養について，3つの章に分けて話して頂いた。
第1章として適切なエネルギー補給についての
話があった。炭水化物がエネルギーになると理解
している選手が多いが，炭水化物は糖質＋食物繊
維の事であり，実際は糖質に関してはエネルギー
になるが，食物繊維はほとんどがエネルギーにな
らないとの事であった。加えて運動時に必要とさ
れる水分補給に適した飲料濃度の話があった。
第 2章では，からだづくりとたんぱく質補給に
関して話があった。主なたんぱく質として，乳製
品・肉・魚・卵・大豆製品があり，このうち毎食
の乳製品に加え 1食につき 2〜 3種類，1日で全
種類摂る事が重要であるとの事だった。そしてた
んぱく質を代謝するビタミンB6の重要性にも触
れた。
第 3章として，コンディションと栄養素の関係
の話があった。カルシウム，鉄，ビタミン，ミネ
ラルについてそれぞれの説明があり，便秘や腸の
働きの改善，怪我や風邪の予防との関係の話があ
った。また試合期や試合時にはコンディションを
整える事が重要であり，それぞれの食事方法の違
いや捕食の活用方法のアドバイスがあった。江戸
川大学の学生は一人暮らしをしている者が多く，
コンビニやサプリメントの活用方法を具体的に話
して頂いた。
最後に各自食生活チェックを行ない，現在の自
身の栄養摂取に関して振り返る時間を設けて頂い
た。質問紙を図 3に示す。
表 3　壽永氏からの絶対に守ってもらいたい 3つの提言
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図 3　食生活チェック質問用紙
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3-2.　アンケート調査の結果と考察
	第２回アスリート講習会の終了後，第１回目
と同様に参加者全員にアンケート調査を実施した。
アンケート回答者は，104名（1年生男子 17名，
1年生女子 19 名，2年生男子 18 名，2年生女子
7名，3年生男子 15名，3年生女子 4名，4年生
男子 7名，4年生女子 6名，回答不備 11 名）で
あった。結果の分析には，回答不備を除く，93
名を対象に行った。結果を以下に示す。
4.　今後の課題と展望
アスリートセンター学術研究会の取り組みとし
て，2015 年に始められたアスリート講習会が今
年で 3年目になった。2018 年度は，サッカー部
が千葉県１部リーグにおいて初優勝を果たし，他
の部も関東 2部リーグで活躍を収めた。アンケー
トの結果からもわかるように多くのアスリート学
生が講習会で得られた知識は競技力向上と繋がっ
ていると考えており，自分の取り組みを変えてい
くつもりだと回答している。また，大学内でアス
リートはどのような役割を担っているかという質
問に対しては，「他の学生の見本となるべき存在」
「大学の顔」などの回答が得られ，大学内で活躍
を期待されている存在としての認識をし始めてい
るのではないかと感じられた。アスリートセンタ
ーは，競技と学業の両立を目指し，学業成績の管
理，就職先の管理など，大学生活４年間を通じて
人間的成長を促すこと目標に4つの強化指定部を
統括する役割を学内で担っている。また，それと
ともにセンターの理念として掲げられている「日
本一を目指す」という競技力向上をどう行ってい
くかが今後ますますアスリートセンターで考える
べき課題となってくると考えられる。
江戸川大学の現状から考えると，強化部に所属す
る学生の数は年々増加し，コーチングスタッフのみ
で個別指導を行っていくことが難しくなってきてい
る。その現状を踏まえ，アスリートセンターが組織
として学生の教育・競技力向上に携わり，育成シス
テムを充実させていくべきだと考えられる。
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